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件  名  

平成 30 年度 市民大学テーマ講座の開催について 

内  容  

   下関市立大学附属地域共創センターは、その活動の一つに、市民を対象に公開講座を開設する地域教

育活動を実施しています。この度、平成３０年度市民大学テーマ講座を下記のとおり開催いたしますの

で、ご案内申し上げます。 

１． テーマ及び概要 「下関から地方創生に向けた大学の役割を考える」  

これまでも大学は、高等教育機関として、地域の将来を担う人材の育成に貢献してきた。昨今では

加えて、産業振興やコミュニティの再生など、地域の諸課題の解決に貢献する役割が期待されるよう

になっている。 

本シンポジウムは、地方創生に向けた大学の可能性を展望する。第一部では、豊橋技術科学大学学

長・前日本学術会議会長の大西隆氏にご講演いただく。第二部では、第一線で地域の課題に取り組む

研究者を交え、大学がどのような形で地域のシンクタンクとしての役割を果たせるかを議論する。 

 ２．内 容 ●第１部・基調講演  講演テーマ「地方創生に向けた大学の役割」 

大西 隆 （豊橋技術科学大学 学長） 

●第２部・パネルディスカッション「地域のシンクタンクとしての大学の可能性」 

パネリスト（五十音順） 佐々木美紀（下関市都市整備部 部長） 

髙橋 義文（九州大学大学院農学研究院 准教授） 

中村 大輔（福岡女子大学国際文理学部 准教授） 

●コーディネーター 菅 正史（下関市立大学附属地域共創センター 運営委員・准教授） 

  ３．日時等 日 時：平成３０年１０月２０日（土）１３：３０ ～ １５：３０ 

       場 所：下関市立大学 本館２階 Ｉ-２０６教室 

       受講料：無 料 

       対 象：下関市内に住所または通学、勤務先のある方、本学学生を優先します。 

       定 員：１００名程度（先着順）  申 込 締 切：１０月１８日（木）必着 

  申込方法：住所、氏名（ふりがな）、年齢、性別、電話番号、所属を記載の上、はがき、ﾌｧｸｼﾐﾘもしくは

Email にて。下関市立大学ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ「公開講座」内にも申込み様式の掲載あり。 

 ４．申込みおよびお問合せ先 

  下関市立大学附属地域共創センター  〒７５１-８５１０ 下関市大学町二丁目１番１号 

  電話：０８３-２５４-８６１３  ＦＡＸ：０８３-２５３-１６２２ 

  E-mail.：chiikikyoso@shimonoseki-cu.ac.jp 

問い合わせ先・担当者連絡先 

経営企画グループ長 地域共創班長 担当者 連絡先 

きしもとみつひろ たかしまちゆき みやもときよし 
083-254-8613 

岸本充弘 髙島千之 宮本起禎 

提出日 平成 29 年 10 月 4 日 
広報連絡先 

（経営企画班） 
Tel.083-254-8707 koho@shimonoseki-cu.ac.jp 
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        大学の役割を考える 
 

平成 30年 10月 20日（土） 13：30～１5：30   

■場 所 下関市立大学本館２階 Ⅰ－２０６教室 

■定 員 １００名程度 

■申 込 裏面申込事項を記入の上、はがき・郵送・ＦＡＸ又はＥメールにて、 

     10月18日（木）までにお申込み下さい。資料の準備等ございますので 

     なるべく事前のお申込みをお願いします。 

■備 考 駐車場に限りがあります。なるべく公共の交通機関でご来場ください。 

第１部 基調講演  

   講演テーマ「地方創生に向けた大学の役割」 

    大西 隆 （豊橋技術科学大学 学長） 

第２部 パネルディスカッション 

   「地域のシンクタンクとしての大学の可能性」 

パネリスト（五十音順） 

    佐々木美紀（下関市都市整備部 部長） 

    髙橋 義文（九州大学大学院農学研究院 准教授） 

    中村 大輔（福岡女子大学国際文理学部 准教授） 

コーディネーター 

     菅 正史（下関市立大学附属地域共創センター  

          運営委員・准教授） 

 これまでも大学は、高等教育機関として、地域の将来を担う人材の育成に

貢献してきた。昨今では加えて、産業振興やコミュニティの再生など、地域

の諸課題の解決に貢献する役割が期待されるようになっている。 

 本シンポジウムは、地方創生に向けた大学の可能性を展望する。第一部で

は、豊橋技術科学大学学長・前日本学術会議会長の大西隆氏にご講演いただ

く。第二部では、第一線で地域の課題に取り組む研究者を交え、大学がどの

ような形で地域のシンクタンクとしての役割を果たせるかを議論する。 

下関から地方創生に向けた 



 

 

 

ＦＡＸ：０８３－２５３－１６２２ 

お問い合わせ先 

下関市立大学附属地域共創センター 市民大学テーマ講座係 

〒751－8510 下関市大学町二丁目 1番 1号 

ＴＥＬ：０８３－２５４－８６１３ 

E-mail  chiikikyoso@shimonoseki‐cu.ac.jp 

 平成３０年度市民大学テーマ講座 

 「下関から地方創生に向けた大学の役割を考える」 

 受講申込書 

ふりがな  男 ・ 女 

氏  名 
 

 
年 齢 歳 

住  所 

〒 

連 絡 先  

電話番号 

 

－      － 

 

勤務先名 

または 

通学先名 

 

 

 

ふりがな  男 ・ 女 

氏  名 
 

 
年 齢 歳 

住  所 

〒 

連 絡 先  

電話番号 

 

－      － 

 

勤務先名 

または 

通学先名 

 

 

 

※申込に伴う個人情報は、厳重に管理し、他の目的、用途では使用いたしません。 


	報道投込み記事
	H30テーマ講座チラシ（両面）
	H30テーマ講座チラシ（案2）
	H30テーマ講座チラシ【裏面申込書】


